
 

 

神戸版レッドリスト及びブラックリスト改訂（案）の概要 

1. 目的及び経緯 

レッドリスト及びブラックリストは、絶滅のおそれのある野生動植物や、生態系に悪影

響を及ぼす又は及ぼすおそれのある外来種に関する理解を広め、生物多様性の保全の取り

組みの促進を図ることを目的としたものです。 

野生動植物を取り巻く環境は、開発等による土地の改変、外来種の侵入、地球温暖化な

どの様々な要因により変化しています。 

前回の改訂からおよそ５年が経過することから、神戸市における野生動植物の生息・生

育状況等について、学識経験者等の専門家と共に調査・検討を行い、この度、神戸版レッ

ドリスト及びブラックリスト改訂（案）を取りまとめました。 

なお、パブリックコメントや専門家の意見等により、今後、神戸版レッドリスト及びブ

ラックリスト改訂（案）については変更の可能性があります。 

 

2. 検討体制 

レッドリスト及びブラックリスト改訂（案）の作成にあたっては、文献調査、有識者へ

のヒアリング等を行い、動植物の生息・生育情報を収集するとともに、合同ヒアリングを

実施し専門家等を交え、種の選定等の検討を行いました。 

専門家名簿（敬称略） 

分野 氏名 所属 

動物 

哺乳類 横山 真弓 
兵庫県立大学 教授 
兵庫県森林動物研究センター 

鳥類 北野 光良 
神戸市立櫨谷中学校 主幹教諭 

日本野鳥の会ひょうご 幹事 

爬虫類・両生
類・魚類 

安井 幸男 
兵庫・水辺ネットワーク 

甲殻類・両生類 土井 敏男 
元神戸市立須磨海浜水族園 学芸員 

（神戸市環境局） 

魚類 高橋 鉄美 
兵庫県立大学 教授 

兵庫県立人と自然の博物館 

昆虫 八木 剛 
兵庫県立人と自然の博物館 

自然環境評価研究部 主任研究員 

貝類 高田 良二 西宮市貝類館学 芸員 

植物 

丑丸 敦史※ 神戸大学 教授 

黒崎 史平 頌栄短期大学 名誉教授 

鈴木 武 

兵庫県立大学自然・環境科学研究所 講師 

兵庫県立人と自然の博物館 
自然･環境再生研究部 研究員 

武田 義明 神戸大学 名誉教授 

動植物全般 大嶋 範行 
兵庫・水辺ネットワーク 

神戸カワバタモロコ保全推進協議会 

※：コーディネーター 



 

 

3. 選定対象生物群 

選定の対象生物群は表 1のとおりであり、哺乳類は海棲哺乳類を対象外としました。ま

た、魚類と甲殻類は淡水域と汽水域に生息する生物、貝類は陸域、淡水域及び陸域と密接

な関係を持つ海岸域（海岸域は概ね大潮最低干潮線を下限とする範囲）に生息する生物を

対象としました。 

 

表 1 選定対象生物群 

動物 
哺乳類※1、鳥類、爬虫類、両生類、魚類（淡水・汽水産）、昆虫類、 
クモ類※2、甲殻類（淡水・汽水産）、貝類（陸産）、貝類（水棲）※3 

植物 シダ植物、種子植物 

その他※4 植物群落、鳥類サンクチュアリ 

※１：哺乳類は、海棲哺乳類は対象外 
※２：クモ類は、神戸版ブラックリスト改訂（案）のみ 
※３：貝類（水棲）は、淡水域及び海岸域（概ね大潮最低干潮線を下限とする範囲）に生息す

る種が対象 
※４：神戸版レッドリスト改訂（案）のみ 
 

4. カテゴリー 

(1) レッドリスト改訂（案）のカテゴリー 

神戸版レッドリスト2020のカテゴリー及び選定理由を踏襲し、レッドリスト改訂（案）

のカテゴリー及び選定理由は、表２～６のとおりに設定しました。 

 

表 2 レッドリスト改訂（案）の動物（哺乳類・鳥類・爬虫類・両生類・魚類・ 

昆虫類・甲殻類・貝類）植物（シダ植物・種子植物）のカテゴリー 

カテゴリー 概 要 
環境省 

レッドリスト 
との対応関係 

今見られ 
ない 

今 
神戸市内での確認記録、標本があるなど、かつては生息・生育
していたと考えられるが、現在は見られなくなり、生息・生育
の可能性がないと考えられる種 

絶滅 
野生絶滅 

Ａランク Ａ 
神戸市内において絶滅の危機に瀕している種など、緊急の保全
対策、厳重な保全対策が必要な種 

絶滅危惧Ⅰ類 

Ｂランク Ｂ 
神戸市内において絶滅の危機が増大している種など、生息・生
育環境、自生地などの保全が必要な種 

絶滅危惧Ⅱ類 

Ｃランク Ｃ 
神戸市内において存続基盤が脆弱な種。極力、生息・生育環
境、自生地などの保全が必要な種 

準絶滅危惧 

要調査 調 
神戸市内での生息・生育の実態がほとんどわからないことなど
により、現在の知見では貴重性の評価ができないが、今後の調
査によっては貴重種となる可能性のある種 

情報不足 

 

  



 

 

表 3 レッドリスト改訂（案）の動物（哺乳類・鳥類・爬虫類・両生類・魚類・ 昆虫

類・甲殻類・貝類）植物（シダ植物・種子植物）の選定理由 

 

表 4 レッドリスト改訂（案）の植物群落のカテゴリー 

カテゴリー 概   要 

Ａランク Ａ 
規範的、質的にすぐれており、貴重性の程度が最も高く、全国的価値に相
当する群落 

Ｂランク Ｂ Ａランクに準ずるもので、地方的価値、都道府県的価値に相当する群落 
Ｃランク Ｃ Ｂランクに準ずるもので、市町村的価値に相当する群落 

  

選 定 理 由 

重
要
性 

貴
重
さ 

特殊な生息・生
育環境 

湿地、海浜、湧水池、特殊岩石地などのわずかな面積しかない
環境又は開発による影響を受けやすい環境など、特殊な生息・
生育環境を必要とする。 

特殊な営巣場所、繁殖期間中の限定された採餌環境など、特殊
な繁殖環境を必要とする。 

特殊な生態 

特定の動物など、餌の種類が限られている。 
特殊な繁殖様式、行動様式がある。 

共生、寄生、腐生などの特異な生態である。 

特殊な分布 分布域、繁殖地が隔離、極限している。 

分布の限界 南限、北限など生息・生育地が分布の限界になっている。 

希少性 元来より個体数が極めて少ない。 

負
の
影
響 

生息・生育環境
の悪化 

土地開発、建設工事、外来種の増加などの人為的行為による生
息・生育環境の破壊及び分断、質の劣化（餌の減少を含む）の
進行により個体数が著しく減少している。 

二次的環境の
放置 

人の管理によって維持されてきた里山、里周辺の草地などの二
次的環境の放置によって個体数が著しく減少している。 

地球温暖化によ
る環境変化 

地球温暖化により生息・生育環境が変化し、個体数が著しく減
少する可能性がある。 

捕獲・採取 営利目的や愛好者による捕獲、採取の危険にさらされている。 

その他の要因 要因が特定できていないが個体数が減少している。 



 

 

表 5 レッドリスト改訂（案）の植物群落の選定理由 

選 定 理 由 

重
要
性 

貴
重
さ 

特殊な立地 
環境 

湿地、海浜、湧水地、特殊岩石地などのわずかな面積しかない
環境又は開発による影響を受けやすい環境など、特殊な立地環
境を必要とする。 

特殊な分布 分布域が隔離、極限している。 

豊
か
さ 

空間安定性 植物群落が安定して維持できる面積を有している。 

種多様性 
それぞれの群落を構成する種が多く揃っている、あるいは貴重
性の高い種を含むなど、種多様性が高い。 

自然性 自然植生、あるいは自然植生に近い。 

風土・景観性 
神戸市の風土性を持ち、神戸の景観を構成するなど、神戸らし
さを示す要素として重要である。 

負
の
影
響 

立地環境の 
悪化 

土地開発、建設工事、外来種の増加などの人為的行為によって
植物群落の破壊及び分断、質の劣化が進行している。 

二次的環境の放置 
人の管理によって維持されてきた里山、里周辺の草地などの二
次的環境の放置によって衰退・消滅に向かっている。 

地球温暖化による 
環境変化 

地球温暖化による環境変化により、植物群落が著しく変化する
可能性がある。 

 

表 6 レッドリスト改訂（案）の鳥類サンクチュアリのカテゴリーと選定理由 

カテゴリー 概   要 

サンクチュアリ 鳥類の生息に重要な役割を持つ生息地であり、その保全を目的とする場所 

 

(2) ブラックリスト改訂（案）のカテゴリー 

神戸版ブラックリスト2020のカテゴリー及び選定理由を踏襲し、ブラックリスト改訂

（案）のカテゴリー及び選定理由は、表 7のとおりに設定しました。 

 

表 7 ブラックリスト改訂（案）のカテゴリーと選定理由 

カテゴリー 選 定 理 由 

外来生物種 
国外から侵入して生態系に著しい被害を与えている、又は与えるおそれのあ
る動植物で、すでに駆除等の対策が講じられている、もしくは今後の実態把
握に努めて対策を検討する必要がある。 

侵入警戒種 

国外由来の種で、神戸市では確認されていないが侵入・定着のおそれがあ
る、もしくは確認されたことがあるが、防除対策等により継続的に確認され
ていない種で、定着した場合に生態系や農林業、人への健康に及ぼす影響が
大きいと予想される。 

緑化・植栽種 
国内他地域や国外から緑化・植栽の目的で移入されたことにより、生態系や
遺伝子レベルでの悪影響が懸念されることから、緑化や植栽の際に情報を提
供して注意を喚起する必要がある。 

 

  



 

 

5. 選定結果の概要 

(1) レッドリスト改訂（案）の選定概要 

レッドリスト改訂（案）に掲載された動植物、植物群落、鳥類サンクチュアリは、動植物

966 種、植物群落 64 群落、鳥類サンクチュアリ４箇所となりました。内訳については、表 

8～表 11 のとおりです。 

 

表 8 レッドリスト改訂（案）の選定種 

分 類 
ランク 

種数合計 
今 Ａ Ｂ Ｃ 調 

動  
物 

哺乳類 0 (0) 3 (3) 7 (7) 3 (1) 7 (10) 20 (21) 

鳥類 0 (0) 14 (8) 53 (46) 22 (31) 10 (8) 99 (93) 
爬虫類 0 (0) 2 (3) 2 (2) 1 (2) 4 (3) 9 (10) 

両生類 0 (0) 2 (2) 6 (5) 2 (4) 4 (2) 14 (13) 

魚類(淡水・汽水産） 0 (0) 5 (6) 9 (9) 10 (10) 7 (5) 31 (30) 

昆虫類 13 (16) 26 (24) 32 (30) 70 (76) 58 (56) 199 (202) 

甲殻類(淡水・汽水産) 0 (0) 2 (2) 4 (5) 7 (3) 3 (2) 16 (12) 
貝類(陸産） 1 (1) 8 (5) 9 (6) 7 (13) 0 (0) 25 (25) 

貝類(水棲） 0 (0) 15 (7) 10 (8) 9 (13) 0 (0) 34 (28) 
植 物（シダ植物・種子植物） 51 (50) 151 (141) 167 (162) 114 (112) 36 (33) 519 (498) 

合 計 65 (67) 228 (201) 299 (280) 245 (265) 129 (119) 966 (932) 
※１：鳥類では、繁殖・通過・越冬の個体群ごとにカテゴリー設定しています。そのうちの最

も高いランクを、種のランクとして設定しています。なお、繁殖・通過・越冬の個体群
ごとのカテゴリー選定は表９のとおりとなります。種類によっては重複してカテゴリー
が選定されています。 

※２：表中（ ）内は前回の神戸版レッドリスト 2020 における種数 

 

表 9 レッドリスト改訂（案）における鳥類の繁殖・通過・越冬における選定種 

分 類 
ランク 

種数合計 
今 Ａ Ｂ Ｃ 調 

鳥 
類 

繁殖個体群 0 (0) 12 (7) 18 (21) 5 (5) 6 (4) 41 (37) 

通過個体群 0 (0) 0 (0) 19 (16) 7 (10) 2 (2) 28 (28) 

越冬個体群 0 (0) 4 (2) 21 (14) 16 (21) 6 (5) 47 (42) 
※１：繁殖個体群：神戸市域で繁殖する個体群 

通過個体群：渡りのため神戸市域を通過する個体群 
越冬個体群：越冬地として神戸市域を利用する個体群 

※２：表中（ ）内は前回の神戸版レッドリスト 2020 における種数 

 

表 10 レッドリスト改訂（案）における植物群落の選定群落 

分 類 
ランク 

Ａ Ｂ Ｃ 合 計 
植物群落 17 (13) 12 (15) 35 (35) 64 (63) 

※：表中（ ）内は前回の神戸版レットリスト 2020 における種数 

  



 

 

表 11 レッドリスト改訂（案）における鳥類サンクチュアリ 

分 類 合 計 

鳥類サンクチュアリ 4 (4) 

※：表中（ ）内は前回の神戸版レットリスト 2020 における種数 

 

(2) ブラックリスト改訂（案）の選定概要 

ブラックリスト改訂（案）に掲載された動植物は、99種となりました。内訳については

表 12のとおりです。 

 

表 12 ブラックリスト改訂（案）の選定種 

分類 
カテゴリー 

外来生物種 侵入警戒種 緑化・植栽種 合 計 

動 物 

哺乳類 5 (5) 0 (0) － 5 (5) 

鳥類 2 (2) 0 (0) － 2 (2) 
爬虫類 1 (2) 0 (0) － 1 (2) 
両生類 1 (1) 0 (0) － 1 (1) 

魚類(淡水・汽水産) 4 (4) 0 (0) － 4 (4) 

昆虫類 7 (1) 0 (4) － 7 (5) 

クモ類 1 (1) 0 (0) － 1 (1) 
甲殻類(淡水・汽水産) 1 (1) 0 (0) － 1 (1) 

貝類(陸産） 1 (1) 0 (1) － 1 (2) 

貝類(水棲） 4 (4) 1 (0) － 5 (4) 

植 物（シダ植物・種子植物） 53 (53) 3 (3) 15 (15) 71 (71) 

合 計 80 (75) 4 (8) 15 (15) 99 (98) 
※１：特定外来生物セアカゴケグモを対象としています。クモ類は選定対象生物群ではありま

せんが、セアカゴケグモは神戸市に広く分布しているため例外的に対象としました。 
※２：表中（ ）内は前回の神戸版ブラックリスト 2020 での種数 

 


